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タイトル 

待望の新三木市史通史編の 1 冊目！ 

『新三木市史第 4 巻 資料編古代・中世』を刊行 

内 容 

平成 26 年から市史編さん事業に取り組んでおり、地域編は既に 4 冊発刊して

おります。今般、専門性の高い通史編の 1 冊目である『新三木市史第 4 巻 資

料編古代・中世』を刊行しました。 

 

1 『新三木市史第 4巻 資料編 古代・中世』について 

(1) 装 丁  B5判 約 750頁 カラー 

(2) 内 容  

ア 古代編  飛鳥時代以前から平安前期まで美嚢
ﾐ ﾅ ｷ ﾞ

郡
グン

に関係

する史料を年代順に並べて採録。また、個別に

解説を加えて、理解の助けとなるよう努めた。 

イ 中世編  院政期（11,12世紀）から三木合戦における三

木城落城までの時期にあたる史料を主に収

録。全体を 6 章に分け、章ごとに年代順に配

列し、適宜解説を加えた。 

2 販売について 

(1) 販売開始 7 月 1 日(土)から 

(2) 販売場所 市史編さん室(みき歴史資料館 2 階)、みき歴史資料館、 

三木市観光協会 

価  格 3,800 円(税込み) 

3 市史編さん事業について 

三木市と神戸大学との地域連携協定の一環として市史編さん事業に取り組んで

います。新三木市史は、通史編全 8巻と地域編全 10巻を順次刊行します。 

セールスポイント 

三木市域とその周辺は、日本の地域社会を解明するにあたって自然や歴史に
ついて豊かな資料が残されている地域です。市史編さんにあたって、広く調
査・収集・整理を進めてきた中で、重要な資料を掲載しています。地域に残る
中世文書のうち所在が分かっているもの全ての写真を掲載しているのも本書の
特徴です。 
 また、「中世の文書・古記録を読む」とういう項を設け、史料の読み方だけ
でなく、解釈や内容の取り扱い方などを分かりやすく解説しています。 

 


